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北上するマツ材線虫病被害と抵抗性新品種の開発状況

a、

1 北上するマツ材線虫病被害

東北地方の民有林におけるマツ材線虫病の被害は，平成 8

年度では176 干ばでしたが， 11 年度になると 225 干がと拡大し

ながら北上しています。
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マツ材線虫病被害の推移 (民有林)

被害は，アカマツ林地の枯却はもとより，特にクロマツ林

の被害が深刻となっています。海岸線のクロマツ林の枯損によ

り潮害が農地まで及んできていて大きな問題となっています。
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E 抵抗性新晶種の開発

東北育種場と東北地方の各県では，東北地方にマツノザイ

センチコウ抵抗性積苗を供給するために抵抗性検定を進め

ています。平成14 年度までに激害地から選抜 L たマツノザイ

センチコウ抵抗性候補木の一次検定合格木(材線虫を接種L

生存個体が多い系統)は次表のとおりです。

東北育種場育種技術専門役欠t岡 {言

平成14 年度末次措定合格木の状況
種類 | アカマツ | ク口マ ;1

4展字甫オミ 121 39 
相克樹 66 0 
合 言 190 39 

全宣土
163 
66 

229 ム
ロ 190 39 

今回，平成14 年度に二次検定(東北育種場が一次合傍系統

に再度線虫を接種し検定)を行った結果から，林木育椋セン

ター新品種開発委員会でアカマツ 16 品積が抵抗性の新品種

として決定されました。この結果，アカマツのザイセンチュ

ウ抵抗性品種は.平成13 ，14 年院に決定された 4 品種とあわ

せ下記の20 品種となりま LたQ
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3 .今後の新晶種開発

現在，平成15 年度の三次検定が東北育種場において，各機

関から集めちれた一次検定合格木のアカ 7 ツ76系統とクロ

マツ 9系統に対 L てf，われています。この検定結果から抵抗

性新品稜の追加が期待されています。

東北地方の各機関では，さらに協力しながら抵抗性穂苗の

普及に向けて選抜や検定を進めていきます。
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[育種トピックス]

青森県，東北育種場，東北森林管理局青森分眉の連携に

よるヒパ優良樹の選抜について

1 優良樹選抜に至った経緯

青森分局においては，Iヒハ天然林施業jを推進し

ているところですが，青森県内においては，近年ヒ

パ人工林の造成が増加の傾向にあり， I青森県森林・

写真一 1

ヒパ 5年生苗木

青森県内民間苗畑

林業基本計画」にもヒパ造林

が位置づけられるなど，今後

ヒパ苗木の需要が増すものと

予想されています。

優良な造林地を造成するた

めには，その地域に選抜され

ている精英樹を活用した「形

質優良な遺伝子を引き継ぎ，

その地域に適応した苗木jを

植栽することが基本なことは

いうまでもありません。

しかし，現在，民有林で植

栽されているヒパ苗木の状況

は，必ずしも優良な母樹から

採取した種子によるものばか

りとは限らず， I将来の成長，材質，漏IR病被害等が

心配される。J，Iヒパ種子は豊凶の差が著しく，安定

"恥
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東北森林管理局青森分局佐々木八弥

供給が望まれる。」との声も聞かれ，所在の明らかな

優良萌木の生産が望まれています。

青森県内においては，これまでに国有林内からお

本のヒパ精英樹を選抜していますが，そのクローン

は東北育種場の育種保存園に保存され，育種事業に

供されています。

しかし，それぞれの造林地域に適応し，多様性を r， 

もった苗木(種子)を供給するためには，既に選抜さ

れている精英樹だけでは足りないことから，地域ご

とに，より多くの優良な母樹を選抜する必要があり

ます。

このような現状から青森県，東北育種場，東北森

林管理局青森分局の 3機関が連携して， I郷土樹種で

あるヒパの優良な造林地を造成するため，早期に優

良な母樹の確保が必要」との結論に達し，本年度か

ら3 カ年計画で精英樹(今後名称を優良樹とする)の

追加選抜を行うことを確認し，取り組みを進めてい

ます。

2 . 優良樹の選抜

3 機関が協議を行い，優良樹選抜の基準として「ヒ

注) ( )書きは精英樹の
選抜本数

図ー 1 優良樹の選抜区域と選抜予定本数

. 
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ノミ優良樹選抜の取扱いJ 及び「ヒパ優良樹予備選抜

マニュアル」を作成しました。以下はその概要です。

(1 )選抜箇所及び本数

選抜の地域割り振りと本数は，津軽，下北，青森

三人上北の地域ごとに計画しました(図 1 )。

(2) 選抜のスケジュール

選抜には，表 1 により三機関が迷携を取り合い

ながら平成15 年度から 18 年度までの 3 年間を目途に

効準的に進めることにしました。

(3) 選抜の方法

① ユーザーのニースを反映させるため，現地検

討会(目慣らし調変)を開催し，実際に木材を

扱っている製材所等川下関係者からも意見を聞

きながら優良樹選抜基準の統ーを図りました

(写真 1 )。

②優良樹の選抜をより確実なものとするため，

本選抜に先立って予備選抜を行うことにしまし

た。

予備選抜における選抜本数は，本選抜におけ

る本数の 2 倍以上としまた。

4)選抜の基準

ヒパ天然林内及び人工林内 (50 年生以上)から木材

生産を目的として，次の要件を満たす個休が選抜対

象となります。

① ヒパ林分の上層部を形成し，成長が良好なこと

j司聞の個体と比べ樹勢が日土盛なこと

②通直性が高いこと，幹に欠点がないこと

③材而に腐朽を及ぼす枯れ校がないこと

④ 漏l脂病やスギカミキリなどの被害がないこと

表-1 今後の優良樹選抜の取り組み

取り組内容 予備選抜 候補木選抜 審 査 決 定 採穂増殖
優良樹クロー
ンの保存

取り組み H15-17 H15-17 H15-17 H16-18 
H21 以降

期間及び時期 6 月-8月下旬 9 月-12 月 3月末 翌年 4 月-5 月

担当機関 青森分局 青森県，育種場
分局，官森県，

青森県，育種場 青森県，育種場
育種場

※平成18 年度以降は町青森県は東北育種場と協力し，ミニチュア採種園造成管理技術の開発を進めながら可ヒバ採

種(穂)園の造成に着手する。

3 展望

この優良樹選抜の取組みについては，マスコミに

も取り上げられ，また，民間からも問い合わせがあ

る等期待の大きさが伺われます。

俊良樹選抜後の優良前木生産までの道のりは，養

苗に 5年，その後，ヒパミニチュア採種図を造成し

てから 5年程度経ってから種子生産が可能となりま

すが， 3機関の更なる述携により，青森県内のヒパ優

良造林地の形成にむけて大きな成果を期待していま

す。

写真 2 6月17 日ヒパ優良樹の選抜にむけた自慢らし調査

各機関及び製材関係者37 名が出席(青森森林管理署省内 眺望 111 ) 
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[育種卜ピックス1

多雪地帯におけるミニチュア採種国造成予備試験

1 山形県のj累積図の現状

山形県の造林苅苗木のほとんどは，積雪深1. 5m-

2.0m の多雪地帯である羽黒町の林木育種国産の種子

から生産されています。本県のスギ採種閣は，5筒所，

併せて13 .75ha が昭和41 年から区画造成されており，古

いものでは37年が経過しています。現在，造林耐積の

減少に伴う種子所要量の見直しにより 5.00ha の採種闘

から 4 年サイク Jレで採種し，年間80kgを生産していま

すが，現場では老朽化による採種量の減少と管理作業

の大変さが問題になってきています。また，採種図の

クローンは，山形県民有林選抜の精英樹クローンが主

体となっているものの，最近の育種成栄が反映されて

いない梢成となっていることから，新たな採種図の造

成が緊急の課題となっています。新たに造成するに当

たっては，精英樹特性表や雪筈抵抗性特性表などから

当県の環境にあった優良クローンの導入を促進するた

めに ミニチユア採種図の導入を検討しており，そのた

めの予備試験を始めたのでその内容を紹介します。

2 ミニチュア採穫図の導入に向けて

ミニチュア採種陣lのメリッ卜として次のような点が

挙げられます。

①小面積で効率の良い種子生産ができる

本県の場合，採種園のほとんどが傾斜地で条件

の良いところが限られているため，きつい作業か

ら開放され，管理経費が削減できることは重要な

点です。

②最新の優良品種をすばやく導入できる。

採積木のサイク Jレが短<， TJ.!新が容易なため質

の良い種子生産が可能になります。

③ 新し い育種目標に対応できる。

例えばスギ花粉症対策の育種など，新しい優良

形質を目指した種子生産へ短期間で対応できま

す。

このようにミニチュア採稜園導入の効果は大きいの

ですが，ミニチユア採種闘を導入するに当たっては事

前に予備試験を行い，生育条件を把握することが重要

といわれています。また，積雪地に造成するため，雪

に対する取り組みは不可避なものといえます。このた

め，今年度から東北育種場の全面的な協力を頂き，共

山形県森林研究研修セン9 渡部 公一

同試験の形で「ミ ニチュア採種間造成予備試験」を始

めま した。

3 予備試験の内容

採種木が受ける雪の影響には，雪害と春先の交配の

関係が考えられます。

雪害の'1'-防方法のーっとして台木の仕立て方を試験

することにし，表-1 のように断幹高，植付間隔，枝

掠定長さを変えた 4 プロックの試験区を造成しまし

た。今後，種子生産量を勘案しながら，最良の管理方

法を採っていくことにしています。また，台木を雪害

から守るための支柱や縄まきなどの越冬作業につい

て，省力で効果が商い方法を模索して試験プロックに

追加して検討していく予定です。

表一 1 試験区の設計内容

区 分 断 幹 高 植付間隔 枝勢定位置

l プロック l.Om 1.2m 5 cm 
2プロック l.Om 1.4m 10cm 
3プロック 1.4m 1.2m 5 cm 
4 プロック 1.4m 1.4m lO cm 

積雪と交配の関係については，採種木全体が冬期間

に積雪下 となりますが，との積雪が花粉飛散と交配に

どのような影響を与えるかをポイントに検討する予定

です。雄花の花粉飛散時期や花粉の量に問題がでてこ

ないか，雌花の状態は問題なく十分な受粉が確保でき

るのか，またそれにより消雪作業が必要かなと'につい

て経過を観察していくことが必要だと考えています。

写真一 1 予備試験地造成状況

f 
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[東北育種場の事業研究シリーズ]

ミ=チ21ア癖種園ESS防局花;粉動態と自殖率@解明

1 はじめにーミニチュア採種園とはつ

ミニチュア採種闘では，樹高120 cmの小さな採種

木から種子を生産します。平干易に造成できるため，

ニーズに沿った新品種の種子を早期に生産すること

ができます(写真 1 )。

r 

写真 1 スギミ ニチュア採種園

より良い種子を生産するためには，採種木の間で

花粉が活発にやり取りされる必要があります。そこ

で， I黄金スギjを用いて採種園内の花粉の動きを明

らかにしました。

2，黄金スギを用いた花粉流動実験

9行 9 列のミニチュア採種図を設定し，中央に黄

金スギを植栽しました(図 1 )。

行¥列 9 8 7 6 5 4 3 2 1

1 I ② 自[i l @① -

2 I圏m ( 2)② 。 ②

3 I ' (2) ・ ② 悶 u

4 I (?: 

5 I 

6 I庇

7 I 

8 I 

② E ② 

② 食@

① 庇

②①  

① @ 

② 

②
 

②

FE
 

沼

図一 1 ミニチュア採種聞の設定と花粉の飛散状況， (河崎

ら. 200 1より) 注)図内の古唱 ①. ②は順に「黄金スギJ.
「出羽の雪 l号J. r出羽の雪 2号J を示し， 黄色に着色した

植栽木の 51 ネで黄金スギ様苗が出現した。また，緑色に着色
した採種木からは黄金スギ様首が出現しなかった。なお可 記

号「・」は，採種できなかったか、採種量が少ないために播
種できなかった植栽木である。

東北育種場 宗原 慶恵

黄金スギの針葉は黄白色で，その花粉を受粉した

様子からも黄白色の苗が出現します。このため，採

種木から採種した種子を発芽させると，どこまで黄

金スギの花粉が飛んだのかわかります。結果は図

2 のように，黄金スギに近い倒休ほど花粉を受粉す

る割合が高いことが明らかになりました。また，黄

金スギから採種した種子を発芽させたところ，黄金

スギ様苗の出現率は4.94% でした。この値は，黄金

スギの自殖率の推定値となります。

4 

ー

圃 r =-0.682** 

• • -• .111 • .圃 • 』包 自国

3

2

1

 

出
現
率
の
対
数。

花粉飛散距離(m)

図 2 稚苗における黄金スギ出現率と花粉飛散距離との関

係(〉可崎ら， 2001 より)

3 おわりに

ここに報告した実験では，中央に植栽した黄金ス

ギ一本のみをマーカ一花粉樹として用いています

が，今後は11 行11 列のミニチユア採種園の中央に特

異的な遺伝子型を持つ 9クローンを柚栽ι，マー

カ一花粉親として用い実験を進めます。また，安価

で簡便な遺伝マーカーであるアイソザイムマーカー

を用いて，今後さらに詳しく採種圏内の花粉動態を

明らかにしていきます。

ヲ1m 文献

河崎久男大谷賢二寺岡貴美雄織田春紀。滝口幸男

モデルミニチュア採種困における花粉の飛散動態ー黄金

スギの花粉をマーカーに用いて推測した事例 ，林育セイ1

軸1，60 -62 ，2001 
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[東北育種場の事業研究シリーズ}

称木造}糧費!?事""""，林木のジー::.tI t';lタ/事業j胃

1 はじめに

森林は，林木等の植物，きのこ類等微生物及びそ

の他森林にさ1乙息する動物等で構成され，地球環境や

国土の保全等に重要な役割を果たしております。

この森林が，近年の経済，社会の発展により大き

な影響を受け，森林環境を構成している生物の遺伝

子の消失や多様性の維持が危倶されています。

これら森林を構成する生物の遺伝子は貴重な資源

であり ，特に絶滅危慎種，稀少種等はその収集保存

が急務となっております。

2 林木のジーンパンク事業の概要

林木育種センターは， I独立行政法人林木育種セ

ンタ一法」に基づき，林木の育種事業及びこれによ

り生産された種苗の配布等を行うことにより，林木

について優良な種苗の確保を図ることを目的として

おり，この中で林木造伝資源の収集 保存等も行っ

ています。

林木i宣伝資源の収集 ・保存等は，昭和60 年度から

「農林水産省ジーンパンク事業」の林木遺伝資源部

門として，また，平成13 年度からは，I林野庁にお

いて実施する森林林業に関するジーンハン ク事

業」として笑施されており，育種素材の供給源や絶

滅に瀕している種を中心として多様な遺伝資源の確

保が進められています。

このジーンパンク事業では，図-1のように，林

水遺伝資源の撚索 ・収集，増殖 ・似存，特性評価，

遺伝資源情報の管理・提供をわ っており，遺伝資源

の配布要請に応じて，遺伝資源の配布 (一部拒料)

も行っています。

東北育種場 遺伝資源管理課星 光憲

3 収集 ・保存の現状

これまでに収集 ・保存されている林木遺伝資源

は，保有形態別に成イ体事で約20 ，1必0∞点

点'花粉で約1，000 点となっています。

このうち，東北育種場では遺伝資狐保存園内に成体

で約300 種，約1，500 点が植栽保存 しています。(こ

の他，精英樹等については，育種素材保存圏内に保

存しています。)

育種場内に保存されている天然性

南限のアカエゾマツ

東北育種場で保存している特徴的なものとして

は，胸部分布している岩手県早池峰01 の天然性南限

のアカエゾマツ，宮城県蔵王馬ノ神需の天然性北限

のカラマツ，また，巨樹銘木では，国指定天然記

念物で山形県東根市の大ケヤキ，秋m県ffJ 館市のシ

ダレザクラ等があります。

図ー 1 林木のジーンパンヲ事業の流れ

f 

r 



点北町林木育種 No 173 2∞3.9 7 

特に，宮城県蔵3:'.迷邦馬ノ判l岳に隔離分布して生

息している天然性北限のカラマツについては， 1932 

年に3C個体が発見されていますが， 1976 年には15 個

体に減少し，この時点で採穂された個体が東北育種

場内に保存されています。

天然性北限のカラマツ (馬ノ神岳のカラマツ)

その後，現地，馬ノ神岳では11 個体にまで減少し

ていることから，貴重な林木遺伝資源が保存される

結果となりました。

4 今後の推進方向と課題

林木のジーンパンク事業は，長期的視点に立って

進めることが必要であり，農林水産大庄が定めた平

成13 年度からの 5 ヶ年聞の中期目標に基づき林木育

種センターが作成した中期計画に沿って実施してい

ます。

中期計阿では，林木遺伝資源の利用上の重要性，

確保保全の必要性を勘案し，収集・保存を効来的

かっ効果的に推進するため，絶滅に瀕している種

等，緊急性の高いもの及び新品種の開発に資する利

刑価備の高い育種素材の確保を重点的に取り組むこ

ととしています。

東北育税場においても これを踏ま えて事業を実施

していますが，平成15年度は，特に育種素材として

利肘価値の高いものに重点を置き，西部育種区のス

ギ(天然秋田スギ等)をq，心に収集を進めています。

今後も新品種の開発に資する利用価値の高いスギ，

ヒパ，カヤやプナ，ケヤキ等を巾'L'に，地域的なバ

ランスを踏まえた収集を進める必要があると考えて

います。

また，課題としては，東北育種基本区の場合，さ

し木，つぎ木等の増殖方法に合わせた収集の適期]

(休眠期から活動期への移行時期)が積雪期と震なる

ことから，奥山などからの収集が難しく，地域的な

バランスを考慮した収集が困難となっており，夏期

等でのl収集，増殖方法等についての検討を進めてい

ます。

つぎ木後の管理

(温室内で湿度調節)
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夏期採穂によるつぎ木の試行

なお，広葉樹の増殖については困難なものが多

く，平成14 年度の林木育種推進東北地区協議会にお

いて，増殖技術開発等にrbJけた謀題が提案され，関

係県が連携してその技術開発へ向けた取り組みが進

められています。

5 おわりに

林木造伝資源の収集対象は，中低木のみならず，

樹高20 m から30m ，さらにそれ以上の立木からの採

穂も度々あり ます。普段の採穂には12 m 又は15m の

測竿釜を使用しますが，下校が枯れあがり届かなく

なるとボーガンを使用します (当誌 Na171 2003.2 

の「技術ノ ー ト」参照)が，よい穂木の採取は難し

いものです。

また，苦労して採穂しでも増殖で失敗することも

あり ，これまでに成体で約20 ，000 点の収集 ・保存を

した諸先輩方の苦労が偲ばれるところです。

苦労して収集された林木遺伝資源も単に保存する

だけでは意味がありません。新品積の閥発あるいは

各種研究等に活用されてこそ，その価値が生まれる

ものと思います。

21世紀は生物資源の時代ともいわれています。こ

れらの林木遺伝資源が益々活用されることを切に願

うところです。
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[東北育種場の事業研究シリース1

.~，冒種場ij(~I(骨るヌ#力量事U眠抗盤面檀のJ開発;

1 スギ力ミキリ被害と育種的対策

スギカミキリはスギ等の樹幹に侵入する穿孔性害

虫であり，スギ玄木の商品価値を著しく低下させる

ことが問題となっています(写真 1 )。 東北育種場

では各県と連携しながら，スギカミキリ被害への育

種的対策として，昭和60 年度に開始された「地域虫

害抵抗性育種事業jにより，スギカミキリ に対して

抵抗性をもっスギ品種の開発を進めています。

写真一 1 スギカミキリによる被害

2 . スギカミキリ接種検定

まず，被害地から選抜した健全個体に対し，ピン

などの突起物を樹幹に差し込む簡易検定を行いま

す。昭和60 年度から平成 2 年度までに，傷筈樹脂道

の形成能力が高く，幼虫侵入の阻害に適したスギ533

個体を抵抗性候補木として選抜し，場内にクローン

を植栽しました。

つぎに，およそ10 年生の抵抗性候補木クローンに

対し，スギカミキリの卵を樹皮に接種し，ふ化した

幼虫の材部への侵入経路を調査する接種検定を行い

ます。接種方d、は，スギカミキリの卵 3 個を入れた

接種板を樹皮の表市にガムテープで密着させるもの

で， 1個体あたり 3 カ所に接種します(写真一 2 )。

抵抗性の高いスギ倒体からは接種箇所からヤニが多

く分泌され，幼虫の侵入が阻止されると考えられて

います(写真 3 )。 幼虫が材部に侵入し食害する割

合(食入率)の少ないクローンを合格木とします。

東北育種場育種課 東原 貴志

写真 2 スギカミキリ接種検定

写真一3 接種板付近からのヤニの分泌

3 抵抗性晶種の開発

東北育穏場では，平成 9年度から 12 年度までに

180 クローンを対象とした接種検定を行いました。そ

の結果， 10 クローンをスギカミキリ抵抗性品種とし

て開発しました。今年度以降も接稜検定を継続して

行っており，祇抗性品種の開発を進めています。

スギカミキリ抵抗性品種をはじめとする病虫害抵

抗性品種の開発への期待と要望はますます強くなっ

ています。東北育種場では，今後とも各県と緊密に

連携し，抵抗性新品種の普及による森林病虫害の減

少に向けた取り組みを推進します。
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ト

検定林の管理方法について

1 .はじめに

検定林は，植栽後20 年次までは 5年毎に，その後

は10 年毎に，成長形質の樹高 胸高直径のほか，幹

曲がりや根元闘がり，病虫獣害等の緒形質について

制査し，データを解4庁しています。このデータは採

種闘を優良系統で構成したり ，次世代品種開発に活

用されます。検定林調査で最も重要なことは，各系

統がしっかり管理され，精度の高いデータが得られ

ることが必要です。

ラベル取り付けと同時に黄色スプレーを胸高部の

j剖閤全体に塗布し，離れた場所でも現在位憧が確認

できるようにしています。

3 目固定木による高年次検定林の管理

高年次になるに従い，劣性木の消失や保育間伐等

によって，ラベル木の減少等，現場で行列の判断が

難しくなります。

東北育種場では，この対策として20 年次調査時に

「固定木jを設置しています。固定木とは，主伐時

まで系統と個体を間違わずに淵査することを目的と

して，上層木となり得る木を選び，連番で表示した

ラベルを取り付けた木のことで，その後の調査は固

定木を中心に行います。

|剤定木の設置本数は，概ね l系統当たり 20% を目

安に隣り合わないように配慮し，伐具JJ まで個体管理

ができるようにしています。

2. 行列ラベルによる検定林の管理

検定林は，精英樹等の系統が，列毎，若しくはラ

ンダムに設青|され，植栽されています。

東北育種場では，検定林の系統を明確に管理する

ため，図 lのように l・5 ・10 ・15 行自・・・に特殊用

紙で耐水 ・耐久に優れたピーチコート紙を使用した

ラベル(図 2 )を取り付け、行確認をしています。
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4 おわりに

検定林においては，調査の精度と管理の効率性を

高める良い手法を模索しながら進めたいと考えてい

ます。

芳信)笹島(東北育種場育種技術係

行列ラベル

さらに，ラベルの取り付けには，ジャンパ一線と

いう銅線に色付きのビニール被服したものを使用し

ています。ジャンパ一線のピニールの色によ って若干

数列は青色，偶数列は赤色で表示して列雑誌、にも効

柴を発郷しています。

あらかじめ，図 2 のラベルにジャンパ一線を通

して，捻って置き，写真のように廃品となった潅水

ホースを利用しケースを作成し，線が絡まらないよ

うにまとめて入れて現場に持って行くことで，作業

しやすくしています。

図-2図一1 ラベル取り付け
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[報告]

平成15 年度林木育種雄進東北地区協議会

平成15 年度林木育種推進東北地区協議会は，平成

15 年 7 月23 日， 24 日に東北育種基本区等の各機関が

出席し，室内協議は秋田県秋田市(みずほ苑)，現地

検討会は同河辺町(秋田県森林技術センター)におい

て開催されました。

概要は以下のとおりです。

写真 1 . 室内協議

1 .林木育種事業の推進について

1)新品種の開発

P 戸

グ三

平成14 年 3 月に次代検定林の15年次調査データを

用いて，精英樹特性表を作成，公表しました。

次代検定林の今後の取り扱いについては，調査精

度の向上と確実な系統管理等を行っていくために，

「東北育種基本区における次代検定林の調査と管理

について(案)Jか徒案されました。

病虫害抵抗性品種の開発では，東北地方の松食い

虫の被害が拡大してきており，早急な抵抗性マツの

開発が必要とされています。「東北地方等マツノザ

イセンチュウ抵抗性育種事業jは平成13 年度で終了

し，各県，県単事業で行っている状況ですが，今後

さらに各機関迷携し，新品種の開発に取り組んでい

きます。

広葉樹優良形質品種の開発については，現夜選抜，

増殖をわっている段階ですが，今後，早期に広葉樹

採種(穂)林造成を実現するため，各機関取り組んで

いきます。

花粉症対策については，昨年度に基本区で11 品種

が決定され，今後の普及方法などが議論されまし

た。

2 )原種の配布及び採種(穂)園の造成・改良・管理

本年度から，育種成栄を早期に採種(穂)聞に反映，

育種技術が安定的に継承するために、育穏場が全機

関を 2 ，3 年で巡回し，現地での指導を行っていき

ます。

育種成果の普及では，宮城県から成長特性と地域

区分についての検討，新潟県からミニチュア採種国

の改良計阿について紹介されました。

林水育穏事業の推進方策では， 東北森林管理局青

森分局からヒパ優良樹の選抜，山形県から多雪地帯

でのミニチュア採種園造成予備試験について紹介さ

れました。

2 提案 ・要望事項について

各機関から検定林，マツノザイセンチュウ，種苗

等の項目が出され，林野庁，東北育種場からそれぞ

れ回答がありました。

3 その他

地区技術部会付託事項として，広葉樹の着花結実

促進技術の確立について提案され，部会の課題とし

て付託されま した。

4 現地検討会

写真一 2 回 現地検討会 スギ人工交配苗の状況

秋田県立大学木材高度加工研究所の高田克彦助教

授から「林木の材質改良を目指して 針葉樹造林木

の力学的性質の変異解析 jの題目でご講演を頂き

ました。

秋田県森林技術センターから，センターの概要，

マツノザイセンチュウ抵抗性育種の開発，及び， 1華
細工用サクラのクローン増殖についての説明を頂

き，現地視察，現地討議を行いました。

(東北育種場連絡調整係小野雅子)

、
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2∞3.9 NQ 173 種育木林の1ヒ東

林木育種事業実施状況報告平成14 年度

東北育種基本区における林木育種事業の取り組みは，森林管理局 ・県東北育種場の各機関が

連携を図りながら精力的に実施されています。平成14 年度の実施状況を紹介します。

また，高年次データも得られるようになってきて

おり，今後の特性表の作成，活用が期待されます。

3 採種(穂)国の造成と管理

採種園の造成は 2 箇所・0.51ha ，改良は 3 箇所 目

4.00ha ，また，採穂園の改良は 1箇所・0.20ha 実施さ

れました。

東北育種基本区では，これまで進めてきたスギミ

ニチュア採種園は更新の時期を向かえており，それ

にともなう造成ー改良が進められています。また，

新品種の開発に伴い，採種(穂)園への早期導入が望

まれます。

1 .育種素材の選抜

平成14 年度の選抜は，マツノザイセンチュウ抵抗

性候補木がアカマツ 15 本，クロマツ60 本，優良形質

等がブナ11 本，ケヤキ 8 本，その他 L27 本の計121 本

実施されました。

マツノザイセンチュウ抵抗性品種については，ア

カマツでは平成15 年までに20 品種開発されています

が，クロマツでは二次検定合格木がなく，未だに開

発されていない状況です。基本!孟でのマツ材線虫被

害増加により，抵抗性品種の早期開発が望まれます。

表 1 .マツノザイセンチュウ抵抗性候補木の検定状況

4 育種素材の生産と普及

育種種子の生産は648kg で全種子生産量に占める

割合は98% となっています。

樹種
精英樹 被害地 一次検定合格木

数 候補木 精英樹 候補木 言十

アカマツ 201 1176 66 /201 124 /713 190 

クロマツ 60 869 。/55 39/438 39 

77 0，ゐ

98% 

42 弘

91 '1ん
96句ゐ100 % 100% 

80% 

60% 

40% 

20% 

iJ)分母:検定数，分子 合格数

2 .検定林の設定と調査

検定林の新たな設定はなく，定期l調査は次代検定

林で50 箇所・ 67.83ha ，雪筈抵抗性で12 箇所.13.91ha ， 

臨時調査は次代検定林で l箇所1.50ha が実施され

ました。
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育種111 行苗木の生産は， 9，131 千本で全山行苗に占

める割合は77% となっています。樹種別にみると ，

針葉樹ではクロマツ (42%) 以外は90% 以上，スギで

は100% と育種苗の割合が高くなっています。一方，

広葉樹では， 1 Li行苗木の生産は459 千本ですが，育種

山行商木の生産はなく ，今後，広葉樹育種苗の生産

体制jの確立が課題となっています。

図 2 . 山行苗木に対する育種苗木の生産割合-気象害抵抗性

140 
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_100 
80 

議印
40 
20 
0 

30-10-14 15-19 20-29 
年次階

図 ， .検定林種類別年次階現況

5-9 0-4 

子雅小野連絡調整係(東北育種場

東北育種基本区の検定林は次代検定林で20-29 年

次が120 箇所，気象筈抵抗性検定林で15-19 年次が

72 箇所と最も多く，高年次化に伴う検定林取り扱い

方法が問題化してきています。
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‘ ミニ林木育種事典

すぎかみきり【スギカミキリ]函 カミキリムシ科スギカミキリ属

体長10~25mm，本州，四国，九州に分布する森林害虫

ス ギカミキリはスギに力暗する穿孔虫です。被

害木は枯死することはほとんどありません

が，材質が著しく劣化し，材としての価値が下がっ

てしまいます。

疲 害の予防には 産卵糊場所肘であ糾る級倣附皮肘を時帥華

樹皮表面を平滑にする荒皮剥ぎと成虫が組皮

の隙間などに隠れる性質を利用するパンドi法去があり

ますo しかし，これらの方法は労力を安し，経費が

かさむなとの理由からほとんど笑施されていませ

ん。間伐や枝打ちの実施など，初期の林分管理が防

除には必要不可欠となります。

東 北育種場では東北育種基本区内の県ととも F 

に，これまで，スギカミキリ抵抗性品種とし

て10 品種開発しています。抵抗性品種は，ヤニを出

して，幼虫の侵入を聞害します。また，新たな抵抗

性品種の開発のため，検定を継続して行っています。

抵抗性品種でも，全く被害がないわけではありませ

ん。スギカミキリの被害は， 8年生頃から始まり， 15

年生頃がピークで， 20 年生を超えるとほぼ終息しま

す。害虫による被害の対策として 喬大切なことは，

害虫が発生しないように，適切な施業を行うことで

す。

写真 1 スギカミキリの成虫(♀)

F 品 虫は，東北では 5 月に，生立木の樹皮の隙間

l"/vに産卵します。ふ化Lた幼虫は，粗皮の中を

横方向に食害しながら，ヤニの出にくい部分を撚し

ます。これを見つけると，皮と材の部分を縦方向に

稲妻形に食害します。幼虫が食害した部分は，形成

層がないため，肥大成長できません。最初見分けが

つきませんが，周囲からの巻き込みが完了するまで

陥没しています。また，その後も，食一宮部分が表面

に押し出され，表皮に横スジの被害痕が表れるので，

被害がわかります。材部には食筈部分の変色と，菌

の侵入による腐食が残ります。この部分を「ハチカ

ミ」といいます。

今後の林木育種関係の行事予定

林木育種専門部会 9 月 25~2日日

(宮城県仙台市)

東北ブロック技術開発協議会及び育種事業打ち
合わせ会議 10 月 23~24 日 (秋田県田代町)

林木育種推進東北地区技術部会 11 月25-26 日

(岩手県盛岡市)

写真 2. スギカミキリ

による被害部分

(東北育種場連絡調整係小野雅子)
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